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この度は、 本製品をお買い上げいただきありがとうございます。  

型番、 付属品をお確かめの上、 取扱説明書の内容に従い正しく ご使用く ださい。  

 

安全上の注意 
 
この取扱説明書では、 機器を安全に使用していただく ために次のようなシンボルマークを表示しています。  
 

 
警告 

取扱を誤った場合に、 使用者が死亡または負傷を負う危険の状態が生じることが想定される場

合その危険を避けるための注意事項です。  

 

 
注意 

取扱を誤った場合に使用者が軽傷を負うか、 または物的損害のみが発生する危険な状態が生じ

ることが想定される場合の注意事項です。  
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まえがき

１．本取扱説明書は、本製品の正しい取り扱い、調整方法などを記したものです。使用される

前に必ずお読み下さい。また、必要時にすぐ参照できるように保管下さい。

２．本取扱説明書は、弊社の標準的な仕様に関して記載しています。したがって、納入させて

いただいた製品が特殊仕様の場合、詳細部分については製品と異なる場合があります。

３．本取扱説明書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。

４．本取扱説明書にて、万一ご不審な点、誤りなどお気づきの点がございましたら、弊社営業

窓口までお問い合わせ下さい。

５．品質向上のため、製品改良が行われた場合、同一部品ではなく代替部品がまたは、製品を

提供させていただくこともあります。詳細は、弊社営業窓口までお問い合わせ下さい。

本取扱説明書に使用されている安全上の表示の意味は次の通りです。

警告：誤った取り扱いをした場合、死亡、または負傷を負う可能性を想定されること

を示します。

注意：誤った取り扱いをした場合、傷害を負う危険性が想定されること、および物的

損害のみの発生を想定されることを示します。
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１．取扱いの注意

警告 本製品は、防爆構造ではありません。可燃性、防爆性のあるガスが発生する場

所では使用しないで下さい。

１）開封時、銘板を確認し、ご注文の製品であることを確認して下さい。万一異なる場合は、

弊社まで、ご連絡下さい。

２）本製品に損傷がないか確認してください。万一損傷があった場合は、輸送中の事故が考

えられますので、弊社までご連絡下さい。

３）本製品に大きな衝撃を与えないで下さい。落とす、倒すなどの衝撃を与えると破損する

可能性があります

４）本製品の上に物を重ねて置かないで下さい。無理な力が加わり破損する可能性がありま

す。

５）本製品に塗装をする場合、銘板に塗装されますと、内容が読めなくなり、メンテナンス

時に支障をきたすことがあります

６）腐食性雰囲気（ＮＨ３、ＳＯ２、Ｃｌ２など）での使用、保管は行わないで下さい。本製

品内部に腐食性ガスが中に侵入し、内部の部品が腐食、破損する可能性があります。

７）大きな振動のある場所での使用や保管は行わないで下さい。大きな振動がある場合は、

その発生源を断つか、振動が伝わらないようにして下さい。

２．製品の概要

２．１ 製品の目的

本製品は、タンク、ホッパーなどの容器内にある液体、粉体、粒体、スラリーなどの

測定物の静電容量値（Ｃ）を利用し、検出器の取付けられたレベル位置での測定物の

有無を知らせるセンサです。

２．２ 動作原理

静電容量式レベルセンサは、電極（接地電極、検知電極）と電子回路によって、電極

がコンデンサとなるような構成になっています。さらに、接地電極がタンクに接触す

ることでタンクも含めたコンデンサを形成します。

コンデンサの容量値を決める条件には、形状、寸法、配置、周囲条件などありますが、

測定物の比誘電率（＊１）以外の条件が同一であれば、測定物の比誘電率の違いによ

ってコンデンサの容量値が決まります。

測定物を空気とした場合の容量値を基準とすれば、比誘電率の異なる測定物によって

できる容量値との差を判別することができます。また、比誘電率の異なる２つの測定

物の一方を基準とすることで２つの測定物を判別することもできます。

本製品は、測定物の静電容量値を検出し信号を出力します。

＊１ 比誘電率とは、コンデンサの両極間をある絶縁物（誘電体）で満たした時の静電容量とこれを取り除き真

空にした時の静電容量との比で、物質の種類により定まる定数。
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３．一般仕様

変換器

型番 ＴＳＳ－ＲＢ１／ＴＳＳ－ＲＢ２

電源
型式：ＴＳＳ－ＲＢ１ ＡＣ１００／２００Ｖ ―１０～＋２０％（５０／６０Ｈｚ）

型式：ＴＳＳ－ＲＢ２ ＤＣ２４Ｖ ±１０％

消費電力 ２．０ＶＡ

出力 リレー出力（１Ｃ接点）
ＡＣ２５０Ｖ ３Ａ（抵抗負荷）

ＤＣ ３０Ｖ ３Ａ（抵抗負荷）

動作表示 検出時 赤色ＬＥＤ点灯

遅延時間 オンディレイ タイマ時間 約０.１～１０秒（可変）

使用周囲温度 －１０～６０℃（結露、凍結しないこと）

ケーブル長 最長１００ｍ（変換器と検出器間）

保護構造 屋内設置型

ケース材質 鋼板

塗装色 イエロー マンセル１０ＹＲ７.５／１４

検出器

型番 ＴＳＳ－Ａ１ＳＡ－０２５

安定検出範囲 ２～５００ｐＦ（電極形状による）

使用周囲温度 －１０～６０℃（結露、凍結しないこと）

保護構造 防滴型

ケース材質 アルミ鋳物

塗装色 イエロー マンセル１０ＹＲ７.５／１４
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４．外形図

型番：ＴＳＳ－Ａ１ＳＡ－０２５ 外形寸法図

型番：ＴＳＳ－ＲＢ１／ＴＳＳ－ＲＢ２ 外形寸法図

個別の外形図は、別途対応させていただいております。

弊社、営業窓口までお申し出下さい。
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５．型式説明表

５．１検出器

ＴＳＳ－□□□－□□□
Ｌ寸法

０２５ Ｌ－ ２５０ｍｍ

２００ Ｌ－２０００ｍｍ

Ａ００ Ｌ－ １０ ｍ

静電容量式レベルセンサ 分離型

タンク内温度

Ａ ＭＡＸ ８０℃

Ｂ ＭＡＸ １５０℃

Ｃ ＭＡＸ ２００℃

Ｄ 特殊耐熱

取付

１ ネジ込み取付 Ｒ １″

２ ネジ込み取付 Ｒ ３／４″

３ スライドネジ式取付 Ｒ １″

４ 標準フランジ取付 ５Ｋ６５Ａアルミ

５ ヘルール取付 ２Ｓ

６ その他サイズのネジ込み取付

７ その他サイズのスライド式取付全般（フランジ式も含む）

８ その他サイズ・材質のフランジ取付

９ その他サイズのヘルール取付

電極

ＳＡ 標準棒状電極

ＷＡ 標準ワイヤー電極 ワイヤー径φ５ｍｍ

ＷＢ 標準ワイヤー電極 ワイヤー径φ８ｍｍ

ＸＡ 標準フラット電極

ＦＡ 棒状電極テフロン被覆

ＳＺ 特殊棒状電極

ＧＡ 耐荷重棒状電極

ＷＺ 特殊ワイヤー電極

ＸＺ 特殊フラット電極

ＦＺ 特殊被覆電極

ＧＺ 特殊耐荷重棒状電極

※フラット型はＬ寸法空欄です
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５．２変換器

ＴＳＳ－ＲＢ□
静電容量式レベルセンサ 分離型

変換器

電源仕様

１ ＡＣ１００／２００Ｖ －１０～＋２０％（５０／６０Ｈｚ）

２ ＤＣ２４Ｖ ±１０％

６．取付け時の注意

６．１ 検出器取付けの確認

１）検出器を設置する場合、作業性の点で、タンク周辺にできるだけ取付けスペースやメ

ンテナンスエリアを設けて下さい。後のメンテナンス時のことも考慮して、設置後も

その空間は、確保下さい。（最低でも本製品の全長相当の空間が必要です。）

２）タンクに短管などを介して取付ける場合、接地電極がタンク内壁より１０ｍｍ以上突

出するようにして下さい。

３）検出器を並べて使用する場合は、電極間を２５０ｍｍ以上離して下さい。

４）タンク側壁と検知電極の距離は、１００ｍｍ以上離して下さい。

５）ワイヤー電極は、測定物の投入、排出時にワイヤーや電極がゆれて、タンクの内壁や

ステーに接触しない位置に取付けて下さい。
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注意： この条件を満足できない場合、測定物の付着や検出感度の低下、または調整ができ

ないなど正常に使用できない可能性があります。

６）金属タンクに設置する場合、接地電極（フランジ、取付けネジ部）とタンクが電気的

に導通するようにして下さい。また、非金属タンクの場合には、接地電極が接地（Ｄ

種接地１００Ω以下）されるようにアース線を設けて下さい。設ける際は、接地電極

と導通箇所のアンプパネル板、端子台を止めているビスなどをご利用下さい。

７）モータ、ポンプ及びインバータなどのノイズ源や高周波電界を発生する超音波洗浄装

置、トランシーバなどの近くでは、取付けないで下さい。誤動作の原因となります。

８） 粉体、粒体検出では、安息角に注意下さい。

安息角により粉体が回り込まない場所へは

取付けないで下さい。誤動作の原因となりま

す。

９）デッドストックに注意して下さい。デッドス

トックなど粉体が残留する場所へは取付け

ないで下さい。誤動作の原因となります。

10）粉体、粒体検出では、ブリッジの発生しない

場所に取付けて下さい。ブリッジが発生しま

すと誤動作の原因になるとともに、崩落時に

センサを破損させる可能性があります。

11）塊体が直接落下する場所には、取付けないで

下さい。誤動作の原因になるとともに、セン

サの検出部を破損する可能性があります。必

要に応じてガードなどを設けて保護して下さ

い。また、ガードを設ける際は、検知電極よ

り 100ｍｍ以上の距離を確保下さい。

12）振動や衝撃を受ける場所には取付けないでください。バイブレータやノッカの近くに

取付けた場合、誤動作や破損の原因となります。

13）温度が高くなる場所に取付ける場合は、電極部（タンク内）の許容温度、計器許容温

度（６０℃）を守って下さい。誤動作の原因となります。

14）直射日光を受ける場所には取付けないで下さい。計器許容温度を超えた場合、誤動作

の原因になる場合があります。必要に応じて日よけカバーを設けて下さい。

15）ハウジング部分に水滴がかかる場合は、次のことに注意して下さい。ハウジング部の

水の浸入に対する保護は滴下保護（防滴型）としていますが、カバーの締め付けや導

線取出し口の処理が悪い場合、水が浸入し、誤動作や破損の原因となります。確実に

処理下さい。

16）検出器を横取付けされる場合は、導線取出口を必ず下向きにして下さい。



８

６．２ 変換器取付けの確認

1）変換器を取付ける場所には、振動や衝撃がないことを確認してください。誤動作や破

損の原因となります。

2）変換器は屋内仕様となっております。屋外に設置した場合、雨水、粉塵等の浸入によ

り故障の原因となります。屋外に設置する場合は、屋外用ＢＯＸ等に変換器を収納し

ご使用ください。

６．３ 検出器、変換器の取付け方法

注意 検出器のケースを持ってねじ込む、または取り外すことは止めて下さい。ハウ

ジングが外れ、破損する恐れがあります。

１） ねじ込み取付けの場合は、適切な工具にて、本製品の六角部を用いて固定して下さい。

タンク内に圧力がかかる場合など必要に応じてシール処理をして下さい。ケースを持

ってねじ込む、または取り外すことは止めて下さい。ハウジングが外れ、破損する恐

れがあります。

２）フランジ取付けの場合は、タンク側の相フランジと本製品のフランジの呼びが一致し

ていることを確認して下さい。問題がなければ、ガスケットを挟み、適切な工具を使

用して規格に準じたボルトで固定して下さい。なお、ボルト類、ガスケットは付属し

ておりません。必要に応じ営業窓口にご相談下さい。

３）変換器は４箇所Ｍ５ネジ取付けとなっております。

６．４ 検出器取付け方向について

１）水平（横）取付けの場合は、電極が測定物に対して平行となるため、測定物を検出す

る電極面積が大きくなります。そのため、測定物のわずかな変動でも大きな容量変化

となり、精度よく検出できます。しかし、付着しやすい物質の場合、検出の安定性が

悪くなる場合があります。電極を下方向に斜めに取付けることで堆積や付着が緩和さ

れます。

２）垂直（縦）取付けの場合は、測定物の電極への付着が生じにくく動作を安定させるこ

とができます。しかし、測定物を検出する電極面積比が小さいため、検出精度が低下

します。タンク下限検出には、電極が長くなるという欠点があります。
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７．結線

７．１ 結線上の注意

警告 結線をする場合は、必ず供給電源、出力にかかる供給電源を切って下さい。

感電、漏電、および短絡、発火の危険性があります。

警告 変換器ＴＳＳ－ＲＢ１はＡＣ１００／２００Ｖ、ＴＳＳ－ＲＢ２はＤＣ２４Ｖ

と個別の仕様となっております。共有電源ではありませんのでご注意下さい。

警告 ０－１００Ｖの端子に２００Ｖを接続しないでください。破損、または人身事

故に至る可能性があります。

警告 ０－１００Ｖの結線を行った場合、２００Ｖの端子に２００Ｖが発生しますの

で、端子への接触には注意して下さい。感電、短絡などの可能性があります。

注意 リレーの接点定格を超える負荷の接続はしないで下さい。リレー接点の破損、

劣化の可能性があります。負荷の容量が接点定格を超える場合は、負荷と本

製品の出力端子の間に負荷の容量を満足するリレーなどを設けて下さい。

リレー出力端子に、電源のみでの接続はしないで下さい。必ず負荷を接続し

てください。短絡、破損の原因となります。

７．２ 結線の方法

１）作業前に検出器、変換器のカバーを外し、各端子への接続を間違わないように確認し

て下さい。端子ビスは検出器にはＭ３、変換器はＭ３．５を使用しています。適合し

たドライバを使用して下さい。圧着端子は検出器にはＲ□－３、変換器はＲ□－３.５

相当品のサイズを使用して下さい。（□には使用電線の断面積が入ります）

２）変換器と検出器の接続には、２芯シールド線（０．５ｓｑ以上）を使用してください。

推奨ケーブル（阪神電線株式会社製 ＭＲＣ ＵＬ２０２７６ＳＢＡＷＧ２０×１Ｐ）

その他配線に使用されるケーブルは外形がφ６～１２ｍｍのケーブルを推奨します。

変換器と検出器を接続するケーブルは、最長で１００ｍまでとして下さい。

３）検出器への接続は、導線取出口サイズ（Ｇ１／２″）適合品のケーブルグランド、電

線管などを使用し、ケーブルを通して下さい。変換器への接続は、ゴムブッシングの

中心に穴を開けケーブルを通してください。ケーブルの荷重が端子台に直接かかる場

合は、ゴムブッシングをケーブルグランドに付け替えるか、ケーブルを固定して直接

荷重がかからないようしてください。
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４）ＡＣ電源仕様の変換器（ＴＳＳ-ＲＢ１）で使用電圧が９０～１２０Ｖの場合は０と１

００の端子に接続し、１８０～２４０Ｖの場合は０と２００の端子に接続して下さい。

ＤＣ２４Ｖ仕様の変換器（ＴＳＳ－ＲＢ２）の場合は、２４の端子に２４Ｖを０の端

子に０Ｖを接続してください。変換器と検出器の接続はＰとＰ、ＥとＥとを接続して

ください。シールド線は検出器側のＥに接続してください。

５）出力は、リレー出力で無電圧接点出力です。ｃの端子を共通とし、ｃとａの端子は非

検出時に開放、検出時に導通となり、ｃとｂの端子は非検出時に導通、検出時に開放

となります。

６）結線及び作業が終わった場合は、必ずカバーをして下さい。カバーの締め付けは、確

実に行って下さい。

７．３ 導線取出口

ケーブルは、検出器の導線取出口を通してケーブルグランドにて固定する方法と電線

管をハウジングに接続する方法などがあります。どちらも、水がケーブルまたは電線

管を伝わってきた場合に直接ハウジングに入らないようにケーブル、フレキシブルを

一旦、立ち下げた後に立ち上げ接続するなどの処置をして下さい。

また、ケーブルグランドでのケーブルの固定、電線管の接続が不十分な場合、ハウジ

ング内部へのごみやほこりなどの異物の侵入、また水が浸入する可能性があり、誤動

作の原因となりますので、導線取出口は下向きになるように取付けて下さい。

端子配列及び結線図

変換器（ＴＳＳ－ＲＢ２） 検出器

変換器（ＴＳＳ－ＲＢ１） 検出器
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８．パネルの説明

＜各部の説明＞

・ ＡＤＪ（主調整ダイヤル）

測定物に合わせた感度調整に使用します。調整の有効範囲は１０回転式となっておりま

す。

・ ＰＬ（パイロットランプ 赤色）

検出した時に点灯します。

・ ＤＥＬＡＹ（遅延タイマ）

検出から出力するまでのタイマ時間を０.１～１０秒で可変出来ます。調整有効範囲及

び回転範囲は約２５０°です。

・ 端子台

供給電源、リレー出力用、検出器との接続用の端子です。

パネル図
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９．感度調整の方法

ＡＤＪダイヤルで測定物の物性に合わせた検出感度の調整を行います。調整方法は最大調整

位置と最小調整位置の数値を確認し、その中間点にダイヤルの数値をあわせます。詳細は９．

１～９．３を参照してください。感度調整は実際の測定状態で行って下さい。

９．１ 最大調整位置の確認

タンク内が空の状態（電極部に測定物がない状態）で確認します。電源を供給し、

ＡＤＪダイヤルを時計方向に回しパイロットランプが点灯する位置を探します。この

位置が調整範囲の最大値となります。この時の調整ダイヤルの数値を覚えておいて下

さい。

９．２ 最小調整位置の確認

タンク内に測定位置まで測定物を投入した状態で確認します。このとき、必ず測定物

で電極部を埋没するようにして下さい。（下図参照）パイロットランプが点灯している

ことを確認し、ＡＤＪダイヤルを反時計方向に回していき、パイロットランプが消灯

する位置を探します。この時の数値を覚えておいてください。この位置が調整範囲の

最小値となります。

測定物物性、感度区分により最小位置は変化します。測定物の変更、感度区分の変更

があれば都度確認して下さい。

９．３ 調整位置の決定

上記１と２で確認した数値の中間点が感度調整位置になります。ＡＤＪダイヤルを最小

調整位置から時計方向にまわし、感度調整位置に合わせて完了です。調整位置は必要以

上に上げたり下げたりしないで下さい。誤動作の原因となります。

上記１と２で確認した数値の範囲が０．２を超えていることを確認して下さい。０．２

以下の場合は、動作が安定しない場合がありますのでご使用になれません。

３．１と２の数値の中間点である

　　８.６０にあわす。

２．電極が隠れるまで測定物をいれ

　　た状態で反時計方向にＰＬが消

　　灯するまで回す。消灯した時の

　　数値を８.４０とします。

８

０
１

０

２

０

０３
０

４
０

５
０

６

７

０

８０

９

０

１．時計方向にＰＬが点灯するまで

　　回す。ここでは点灯した時の数

　　値を８.８０とします。

０８

８ ８

６ ００４

８

０
９

０
８

０

７

６０ ５

０
４

０
３

０

０

２
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０

８８
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２
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０

３０４
０

５
０

６
７

０

８

０

９０

８.８０ ８.４０ ８.６０
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１０．遅延タイマの設定

本製品は測定物を検出した時から、出力動作するまでの時間を

遅らせることが出来ます。遅延タイマのトリマを矢印方向にま

わすと遅延時間が大きくなり最大１０秒まで調整が出来ます。

トリマには止まる位置がありますので回し過ぎないで下さい。

破損する恐れがあります。

１１．トラブルシューティング

１１．１ 調整時のトラブル

１）最大調整位置の確認の際、ＡＤＪをいくら回してもＰＬが点灯しない。

・・・電源は供給されているか、変換器、検出器の結線（Ｐ、Ｅ）は正しく行われて

いるかご確認下さい。

２）最大調整位置の確認の際、パイロットランプが点灯しっぱなしで消灯しない。

・・・検知電極のすぐ近くにステーなどがないかご確認下さい。

・・・結露などが発生していないかご確認下さい。

３）最小調整位置の確認の際、最小位置が安定しない。

・・・タンクと電極が正しく接地されているかご確認下さい。

・・・測定物が電極部に正しく埋没されているかご確認下さい。

４）最小調整位置の確認の際、最大値と最小値の幅が０．２取れない。

・・・タンク壁より 100ｍｍ以上確保できているか、短管ノズルより接地電極が 10

ｍｍ以上突出しているかなど取付け上の注意をご確認下さい。

５）検出はするが出力しない。

・・・出力側結線は正しく行われているかご確認下さい。

１１．２ 使用中のトラブル

１）測定物が測定位置を超えているが検出しない。

・・・安息角、ブリッジなどが発生していないかご確認下さい。

・・・感度調整を下げすぎた位置で使用していないかご確認下さい。

２）測定物が測定位置を満たしていないのに検出する。

・・・感度調整を上げすぎた位置で使用していないかご確認下さい。

３）測定物が測定位置より減少したが検出が解除されない。

・・・デッドスットクなど測定物が残留していないかご確認下さい。

４）検出動作が安定しない。

・・・近くにモータ、ポンプ、インバータなどのノイズ源がないかご確認下さい。

５）検出しっぱなしになった。

・・・電極部に測定物の付着が見られないかご確認下さい。

・・・ケース内部、電極内部に結露などが発生していないかご確認下さい。

６）出力しなくなった、或いは出力しっぱなしになった。

・・・出力端子間の接触抵抗をご確認下さい。（１Ω以下で正常）

上記の確認をしてもトラブルが改善されないようであれば、弊社営業窓口までご相談下さい。
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１２．保守メンテナンス

警告 保守点検の際には、動作確認以外は必ず供給電源、出力にかかる供給電源を切

った状態で行って下さい。感電、漏電、及び短絡、発火の危険性があります。

点検箇所 点検時期 点検項目 対処 点検方法

電極

1週間毎 測定物の付着はないか 清掃 目視

1ヶ月毎 部品のずれ、亀裂、変形はないか
修理

部品交換
目視

6ヶ月毎

アンプを取り外した状態で、

検知電極と接地電極間の絶縁抵抗

値が 10MΩ以上であるか

修理

部品交換

DC500V

絶縁抵抗計

検出器

変換器

ケース

1週間毎
カバーは確実に締付けられている

か
締付け 目視、触手

1週間毎
汚れ、水、埃などが侵入していな

いか

清掃

侵入経路の処理
目視

1ヶ月毎 腐食・結露・変形はないか

修理

部品交換

使用環境確認

目視

変換器

検出器

アンプ

1ヶ月毎 ネジ止め箇所に緩みはないか 増し締め ドライバー

6ヶ月毎

各外部端子と変換器ケース間の絶

縁抵抗値が 10MΩ以上であるか

(TSS-RB1 は P,E 端子を除く）

(TSS-RB2 は P,E,0,24 端子を除く）

アンプ交換
DC500V

絶縁抵抗計

動作 1ヶ月毎

電源を供給し、検出器の基板中心

にあるビスを精密ドライバー等の

金属製のもので触れた際に、パイ

ロットランプは点灯しているか、

出力のスイッチングはしているか

アンプ交換
ドライバー等

テスター


